
品質保証研究会 第 126 回幹事会 議事録 

'１０－２－１０ 

１．日  時 '０９年１２月１５日(火)  １５：３０～１７：５０ 

２．場  所 日本原子力産業協会第 1会議室 

３．出 席 者 田中(石橋委任)、奈良、今村(宮越委任)、荒添、三角、中村、武田、渡邊(矢作委任)、岡澤、 

石川(記)（順不同敬称略） 

４．議  題 第 125 回幹事会議事録確認 

平成 21 年度活動計画および実績について 

第 35 回見学会について 

20 周年行事企画について 

その他 

５．配布資料 1) 品質保証研究会 第 125 回幹事会議事録(案) [田中/奈良] 

 (幹 126-) 2) 品質保証研究会 平成 20 年度活動計画及び実績 [荒添] 

 3) QASGﾆｭｰｽ 平成 20 年度～21 年度 執筆計画及び実績 [荒添] 

 4) 第 20 回 総会に向けてのｽｹｼﾞｭｰﾙ等(予定) [奈良] 

 5) QASGﾆｭｰｽ 68 号 [田中] 

 6) 品質保証研究会｢第 35 回見学会｣計画 [今村] 

 7-1) The ETTO Principle(Prof.Hollnagel 講演ﾚｼﾞﾒ) [三角] 

 7-2) The ETTO Principle(Prof.Hollnagel 講演録) [三角] 

６．議事概要 

6.1 資料(幹 126-1)に基づき、第 125回幹事会議事録(案)の内容を確認し、承認した。 

6.2資料(幹 126-2 および 3)に基づき、平成 21年度の活動計画および QASGﾆｭｰｽ執筆計画について確認した。 

・1Gr の研究会計画(12/17 および 1/27)について確認した。 

・QASGﾆｭｰｽ記事は以下のように作成していくことにした。 

-第 36 回講演会報告は、奈良幹事が一次稿を作成し、講演会出席幹事が確認することにした。 

-会員の声については、岡澤さんが新入会員を確認して石川幹事に連絡し、石川幹事から執筆依頼を

提出することにした。 

6.3 資料(幹 126-5)に基づき、QASGﾆｭｰｽ68 号ついて確認した。 

・各幹事にて内容を確認し、ｺﾒﾝﾄがあれば、12/16中に田中副会長へ連絡することにした。 

・ﾌｫﾝﾄは統一されることを確認した。 

6.4 資料(幹 126-6)に基づき、第 35 回見学会の内容を確認した。 

・見学候補の内容を石橋副会長および今村幹事が検討した結果、見学先は日産横浜工場と提案され、承

認された。 

・見学候補日程は、2/24･2/26･3/4･3/5 とし、今村幹事が調整することになった。 

議事録作成者追記；開催は 3/4(木)として既に案内が発信された。 

6.5 資料(幹 126-7-1 および7-2)に基づき、Prof.Hollnagel によるETTOについての講演内容が紹介された。 

6.6 資料(幹 126-4)に基づき、第 20 回総会開催計画を議論した。 

・総会は 20周年記念の開始行事と位置付けることにした。 

総会には、研究会設立発起人、幹事･役員･ﾘｰﾀﾞｰ経験者をお招きすることにし、招待者の人選につい

ては、母体組織から推薦いただくことにした。 

遠方からの招待者については、交通費を支弁することにした。 

・開催日は関村会長のご都合を最優先して決定することにした。 



・会場は、学士会館で調整することにした。 

議事録作成者追記；関村会長に開催候補日を確認し、開催は6/2(水)とした。 

学士会館への申請に関して、関村会長からご配慮いただけることになった。 

・次回総会時に顧問は任期中のため改選不要、役員は任期切れのため改選となることを確認した。 

・特別講演に関しては、柳田邦夫氏、化粧品関係、ｽﾎﾟｰﾂ関連等の案が出た。次回までに各幹事で検討

しておくことにした。 

6.7 20 周年記念行事について 

・20 周年記念誌を作成し、電子媒体で配布することにした。 

10 周年までの旧資料を田中副会長に確認いただくことにした。 

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催したらよいという意見があった。 

・20 周年記念行事の結果は、第 21 回総会で報告することにした。 

７．今後の予定   

次回幹事会；2月(詳細日程は別途調整) 

議事録作成者追記；田中副会長より 2/10開催で通知された。 

  

以上 


